
去、

だ
つ
の
お
と
し
ご

魚
津
水
族
館



広報うおづ (2)

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
輝
か
し
い

新
春
を
め
で
た
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
市
政
の
進
展
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
各
位
の
心
温
ま
る
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力

を
賜
わ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
円
高
ド
ル
安
に
伴
う
国
際

不
況
、
貿
易
の
不
均
衡
と
、
国
の
行
財
政
改
革

に
よ
る
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
売
上
税
問
題
、

新
内
閣
の
'
誕
生
な
ど
、
園
、
地
方
と
も
多
難
な

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
当
市
で
は
、
長
年
市

民
の
待
望
で
あ
っ
た
桃
山
野
球
場
並
び
に
吉
田

記
念
市
立
郷
土
館
の
完
成
を
み
、
市
民
の
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
本
年
は
、
幻
世
紀
を
め
ざ
し
て
「
調
和

あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
」
「
明
日
を
築
く
豊
か
な

ま
ち
」
「
文
化
的
香
り
高
い
ま
ち
」
魚
津
を
基

年
頭
の
あ
い
さ
つ

魚

津

市

長

ご重E
J同

河

七

良

調
と
し
、
継
続
事
業
と
し
て
、
総
合
運
動
公
園

の
築
造
、
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
、
川

の
瀬
住
宅
団
地
整
備
事
業
、
下
水
道
事
業
、
村

木
小
学
校
増
改
築
事
業
、
産
業
基
盤
の
確
立
、

基
幹
道
路
網
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
事
業
に
対

し
引
き
続
き
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
第
一
期

終
末
処
理
場
を
、
い
よ
い
よ
着
工
す
る
運
び
と

な
っ
て
お
り
、
快
適
な
生
活
環
境
の
早
期
実
現

を
推
進
す
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
魚
津
市
に
生
き
る

喜
び
を
分
か
ち
あ
え
る
、
健
康
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
今
年
も
努
力
す
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

何
卒
、
市
民
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か

本
年
も
市
民
の
皆
様
が
、
益
々
ご
健
勝
で
ご
多

幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
政
の
動
き

ロ
月
定
例
市
議
会

一
般
会
計
に

一
億
四
千
百
六
十
五
万
九
千
円
を
追
加

ロ
月
定
例
市
議
会
は
、
日
日
か
ら
mm
日
ま
で

8
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
同
議
案
の
ほ
か
、
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
た
昭
和
引
年
度
一
般
会
計
な
ど
決
算
8
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

V
位
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
一
億

四
千
百
六
十
五
万
九
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
八
億
六

千
五
百
六
十
四
万
円
と
す
る
も
の
で

そ
の
主
な
内
容
は
、

提
出
議
案
の
説
明
を
す
る
清
河
市
長

総
務
費
で
は
、
庁
舎
の
外
壁
修
繕

工
事
費
五
百
万
円
、
交
通
安
全
施
設

工
事
費
六
百
三
十
四
万
円
を
追
加
計

上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
特
別
障
害
手
当
等

の
受
給
見
込
者
の
減
に
よ
り
五
百
二

十
四
万
六
千
円
、
生
活
保
護
費
に
つ

い
て
も
、
転
出
、
年
金
受
給
等
に
伴

う
対
象
人
員
の
減
に
よ
り
三
千
二
百

七
十
二
万
八
千
円
を
減
額
し
、
ま
た

老
人
福
祉
施
設
入
所
者
の
増
に
よ
り

八
百
九
十
三
万
六
千
円
、
私
立
保
育

園
の
基
準
単
価
の
改
訂
に
よ
り
委
託

料
五
百
八
十
四
万
六
千
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
補
助
認
承

額
の
減
に
よ
り
、
団
体
営
た
め
池
等

整
備
事
業
及
び
県
単
土
地
改
良
事
業

費
を
二
千
四
百
三
十
七
万
五
千
円
減

額
し
、
無
雪
害
農
村
集
落
整
備
事
業



広報うあ、づ

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
当
り
、
市
民
の

皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。ご
承
知
の
と
お
り
、
内
外
の
情
勢
は
貿
易
摩

擦
に
よ
る
円
高
対
策
が
課
題
と
な
り
、
輸
出
依

存
型
か
ら
内
需
主
導
型
へ
の
構
造
転
換
を
進
め

る
な
ど
日
本
経
済
は
試
練
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、
国
は
新
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
お

い
て
、
国
庫
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
各
種
補
助

金
を
削
減
し
、
そ
の
不
足
分
を
地
方
へ
負
担
転

嫁
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
の
昨
年
に
続
く
財
政
改

革
は
、
地
方
の
自
主
性
や
自
立
性
尊
重
の
観
点

か
ら
引
き
締
め
基
調
が
一
段
と
強
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
地
方
財
政
を
取
り
ま
く
環
境
は
一

層
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
生
活
の

(3) 

年
頭
の
あ
い
さ
つ

魚
津
市
議
会
議
長

若

島

正

敬

安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
、
明
る
く
、
住
み
良

い
調
和
の
と
れ
た
魚
津
市
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
た

市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
市
当
局
と
一
体
と
な

り
、
皆
様
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
決
意
を

新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も

相
変
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

百
万
円
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
八
月
と
九
月

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
農
林
水
産
業
施

設
災
害
復
旧
費
一
千
二
百
九
十
万
九

千
円
、
土
木
災
害
復
旧
費
一
千
百
十

二
万
六
千
円
を
補
助
事
業
の
承
認
が

見
込
ま
れ
る
の
で
追
加
計
上
し
ま
し

た

災
害
応
急
措
置
費
で
は
、
除
雪
対

策
費
と
し
て
取
り
あ
え
ず
一
億
十
万

四
千
円
を
計
上
し
、
こ
の
冬
の
除
雪

に
対
処
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
市
税
、

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
、
分
担

金
及
び
負
担
金
、
園
、
県
支
出
金
、

財
産
収
入
、
寄
附
金
、
諸
収
入
及
び

市
債
を
充
当
し
ま
し
た
。

V
臼
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

V
臼
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

V
臼
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

V
臼
年
度
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

V
臼
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

V
臼
年
度
水
族
館
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

V
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

V
魚
津
市
職
員
退
職
年
金
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

V
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

V
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い

て
V
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

V
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

同

意

案

件

マ
魚
津
市
諏
訪
町
十
五
番
一
号

魚
岸
政
雄
氏
を
、
魚
津
市
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
に
選
任

認
定
さ
れ
た
決
算

マ
日
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

他
七
決
算

災
害
復
旧
が
決
ま
っ
た

鹿
熊
地
内
の
市
道



(4) 広報うおづ

村
木
小
学
校
校
舎
が
、
老
朽
化
に
よ
り
窓
枠
な
ど
の
傷
み
も
激
し
く
、
改
築
が
早
く
か
ら
待
た
れ
て

い
ま
し
た
が
、
臼
年
7
月
国
の
老
朽
危
険
校
舎
と
し
て
指
定
を
受
け
全
面
改
築
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

新
築
さ
れ
る
校
舎
は
、
総
工
事
費
六
億
六
千
九
百
八
十
七
万
円
、
総
面
積
三
千
五
百
七
十
四
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
二
階
、
三
階
に
は
多
目
的
ホ
l

ル
ご
室
約
百
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
)
な
ど
を
設
け

た
近
代
的
な
小
学
校
と
し
て
建
設
さ
れ
、
日
年
日
月
完
成
の
予
定
で
す
。

な
お
、
体
育
館
は
、
校
舎
完
成
後
に
引
き
続
き
改
築
さ
れ
る
予
定
で
す
。

村木小学校完成予想図

体ト‘ 屋 51m' 

階
普通教室(6) 家庭科室、音楽室

3 1175m' 
特別活動室、多目的ホール

2 階
普通教室(7) 理科室、図工室

1177m' 
多目的ホール

職員室、校長室、保健室、放送室

階 1171m' 視聴覚室、図書室、会議室

事務室

計 3574m' 一一一一一一一一一

要概

現
在
の
村
木
小
学
校
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マ
と

1
月
日
日
(
成
人
の
日
)

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

マ
受

付

午

前

9
時

1

9
時

ω分

マ
式

典

午

前

日

時

1
日
時

マ
成
人
該
当
者

昭
和
位
年
4
月

2
日
か
ら

昭
和
必
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

な
お
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
方

に
は
、
年
賀
状
で
案
内
を
差
し
あ
げ

て
あ
り
ま
す
が
、
案
内
状
が
届
か
な

か

っ
た
方
で
、
魚
津
市
で
成
人
式
を

挙
げ
た
い
方
は
、

1
月

6
口
ま
で
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

合
②
2
2
0
0
内
線

4

4
1

(5) 

初
歳
に
な
る
と
生
ず
る
権
利
の
一

つ
に
、
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
は
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
の
政
治
を
は
じ
め
都

道
府
県
や
市
町
村
の
地
方
政
治
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

あ
な
た
に
与
え
ら
れ
た
貴
重
な
権

利
で
あ
る
選
挙
権
を
有
効
に
行
使
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
棄
権
を
し
な
い

こ
と
で
す
。

雪
ま
つ
り
大
会
え

魚
津
ヲ
子1

2
月
刊
日
〈
祭
白
〉

西
部
中
学
校

、、.

'-ハ¥戸/〆

c 

o 

o 

-一

雪
の
彫
刻
、

絵
画
づ
く
り
参
加
者
募
集

「雪
に
鍛
え
、

雪
に
学
び
、

雪

に
親
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
、
魚

津
っ
子
雪
ま
つ
り
大
会
を
、
2

月
日
日

(
祭
日
)
魚
津
西
部
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま

す
。楽

し
い
企
画
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
真
冬
の
一
日
を
み
ん

な
で
盛
り
あ
げ
、
寒
さ
な
ん
か

ふ
き
と
は
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
も
な
内
容
は
、

@
雪
に
鍛
え
る

・
雪
上
集
団
ゲ
ー
ム

・
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル

・
雪
を
利
用
し
た
魚
津
の
ギ
ネ
ス

。
雪
に
学
ぶ

・
雪
の
彫
刻
と
絵
画
づ
く
り

.
雪
だ
る
ま
コ

ン
テ
ス
ト

ア
〆
〆
h

J
γ
〆

-
雪
の
博
士
号
ク
イ
ズ

ヘ雪
に
つ
い
て
の
基
礎
知
J

/識
ク
イ
ズ

」

@
雪
に
親
し
む

・
模
擬
庖

*

雪
の
彫
刻
と
絵
画
づ
く
り
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
事

項
を
記
載
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

締
切
り
は

1
月
日
日
開

マ
参
加
団
体
名
ま
た
は
事
業
所
名

(
代
表

者
名
)

マ
住
所

マ
電
話
番
号

「
魚
津
っ
子
」
雪
ま

つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
(
市
役
所
社

会
福
祉
課
内
)

宮

(@
2
2
0
0

内
線

1
2
3



広報うおづ (6)

住みよいまちづくりのために、このように使われました。

般

会

計

決

算

昭
和
白
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
最
終
予
算
額
は
、
百
六

億
五
千
百
三
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
額
は
、
歳
入
百
十
億
七
千
二
百
八
十
四
万
七
千
円
、

歳
出
百
三
億
三
千
四
十
一
万
九
千
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差

引
七
億
四
千
二
百
四
十
二
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、

翌

年
度
へ
の
繰
越
事
業
費
の
財
源
と
し
て
八
千
二
百
四
十
七
万

四
千
円
を
繰
越
し
ま
し
た
の
で
、
日
年
度
の
実
質
収
支
は
六

億
五
千
九
百
九
十
五
万
四
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

〈単位:千円〉

ぷ5t 計 名
決 算 客買 歳入歳出

歳 入 歳 出 差引額

一 般 ~ 計 11 ，072，847 1B，-330，419 742，428 

下水道 事 業会計 429，415 427，633 1，782 

簡易水道事業会計 48，648 46，999 1，649 

国民健康保険事業会計 2，282，119 2，264，885 17，234 

老人保健医療事業会計 2，538，130 2，548，653 ム 10，523

農
農作物共済勘定 31，396 22，145 9，251 

業 家畜共済勘定 21，419 20，563 856 

共 果樹共済勘定 3，483 2，518 965 
済
畑作物共済勘定 335 303 32 事

業 園芸施設共済勘定 589 419 170 
~ 業 務 勘 定 53，215 51，318 1，897 
計

計 110，437 97，266 13，171 

水族館 事業 会計 289，507 283，955 5，552 

L一一 メロ入 計 16，771，103 15，999，810 771，293 

昭和61年度会計別決算状況

実施した主な事業

金 宮貢

千円

名業

事 業

事

補助)
 
1
 
(
 352，000 

271，800 

126，000 

101，000 

96，424 

89，859 

65，012 

38，600 

99，000 

278，669 

187，386 

130，693 

154，707 

公営住宅建設事業

経由漁港修築事業

市道(宮津大海寺新線、湯上浅生
線)改良事業

吉田記念市立郷土館建設事業

市道改良舗装事業

161，195 

86，443 

72，663 

54，594 

駅西地区土地区画整理事業

桃山運動公園築造事業

上中島小学校校舎改築事業

林業地域総合整備事業

都市計画街路事業

農村総合整備モテソレ事業

山村林業構造改善事業

(2)単独 事 業

桃山運動公園築造事業

団体営ほ場整備事業等償還金補助金

県 ・市単土地改良事業

(3)災害復旧事業

農林・土木公共災害復旧事業

(4)失業対策事業

失業対策事業

一般会計性質別支出

区 分 決算額 構成比

千円 % 

人 件 費 2，725，780 26.4 

扶 助 費 928，884 9.0 

o イ貴 費 1，036，446 10.0 

物 件 費 957，932 9.3 

維持補修費 128，516 1.2 

補 助 費 等 504，088 4.9 

積 立 金 91，186 0.9 

投資及び出資金 10，080 0.1 

貸 付 金 301，596 2.9 

繰 出 金 484，279 4.7 

普通建設事業九 2，976，345 28.8 
r 

( 補助事業) 1，605，251 15.5 

(単独事業) 1，302，201 12.6 

(県営事業負担金) 62，265 0.6 

(受託事業) 6，628 0.1 

災害復旧事業費 54，594 0.5 

失業対策事業費 130，693 1.3 

歳出合計 10，330，419 100.0 

市有財産の状況

土 1也 建 物

871 ，939m2 139，412m2 

有価証券その他 基 金

150，472言 940，877苫

一時借入金の状況

借入先 借入額 借入期間

千円
62.4.26 

北陸銀行 300，000 -61.5.12 

200，000 61.10.24 IJ 
-62.3.31 

200，000 61.11. 26 IJ 
-62.3.31 

100，000 61.12.26 IJ 
-62.1.12 

100，000 62.1.21 IJ 
-62.3.31 

200，000 62.1.26 IJ 
-62.3.31 

200，000 62.3.25 1/ 
-62.4.1 

300，000 62.3.31 IJ 
-62.5.30 



計決算状況

歳出

A
Q

一
A骨支

広報うおづ(7) 

区 分 予算額 決算額 支割合出 構成比

1 議 ~ 費 191，5千2円6 190，5守二3F51 99% 5 1.F8 6 

2.総 務 費 1，587，554 1，556，663 98.1 15.1 

3.民 生 費 1，856，629 1，821，991 98.1 17.6 

4.衛 生 費 475，553 471，941 99.2 4.6 

5.労 働 費 134，398 131，393 97.8 1.3 

6.農林水産業費 1，041，108 1，038，969 99.8 10.1 

7.商 工 費 377，338 375，121 99.4 3.6 

8.土 木 費 1，973，752 1，953，559 99.0 18.9 

9. r肖 防 費 260，191 258，239 99.2 2.5 

10.教 育 費 1，498，084 1，396，993 93.3 13.5 

11.~ ' 害復旧費 54，747 54，594 99.7 0.5 

12.公 イ責 費 1，062，062 1，036，882 97.6 10.1 

13.諸 支 出 金 88，597 43，539 49.1 0.4 

14.予 イ蒲 費 49，500 

歳 出 メE入Z 計 10，651，039 10，330，419 97.0 100.0 

入

区 分 予算額 決算額 収割合入 構成比

1 市 税 4，645，OJF0IE0 1 4，783，0JF6I'8 1 103.0岳 43.F2 6 

2.地方譲与税 100，000 106，333 106.3 1.0 

3.娯楽施設利用税交付金 20，000 25，844 129.2 0.2 

4. 自動車取得税交付金 75，000 93，387 124.5 0.8 

5.地方交付税 1，000，000 1，178，670 117.9 10.7 

6.交通安全対策特別交付金 6，000 6，432 107.2 0.1 

7.分担金及び負担金 358，990 358，554 99.9 3.2 

8.使用料及び手数料 216，866 221，585 102.2 2.0 

9.国庫支出金 1，084，109 1，078，884 99.5 9.7 

10.県 支 出 金 778，353 777，200 99.9 7.0 

11.財・ 産 明収 入 140，198 165，749 118.2 1.5 

12.寄 句附 金 9，056 9，421 104.0 0.1 

13.繰 入 金 343，591 343，639 100.0 3.1 

14.繰 越 金 747，597 747，597 100.0 6.8 

15.諸 収 入 428，079 486，284 113.6 4.4 

16.市 イ責 698，200 690，200 98.9 6.2 

歳 人 ，口d... 言十 10，651，039 11，072，847 104.0 100.0 

歳

況状の市債

会計別.借入先別現在高

市税の内訳

千円〉

区 分 一般会計 下水道会計 簡易水道会計 水族館会計 計

資金運用部 4，434，843 107，000 19，779 4，561，622 

簡易保険局 2，264，508 2，264，508 

公営企業金融公庫 770，801 54，400 825，201 

市 中 銀 行 195，094 329，321 524，415 

ま.，.と、 済 京且 メ口入 48，018 48，018 

そ グ〉 他 519，329 519，329 

計 8，232，593 161，400 19，779 329，321 8，743，093 

〈単位
軽自動車税 35.127千円
入湯税 10.665千円
特別土地保有税 107千円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

昭
和
白
年
度
国
保
会
計
歳
入
歳
出
最

終
予
算
額
は
、
二
十
二
億
七
千
三
百
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
額
は
、
歳
入
二
十
二
億
八
千
二

千円〉

区 分 予算額 決算額 収入割合 構成比

国民健康保険税 990，651 987，586 99.1' 43.! 
使用料及び手数料 130 150 115.4 0.0 

国庫支出金 980，677 994，521 101.4 43.6 

療養給付費交付金 201，975 195，607 96.8 8.6 

県支出金 1，300 2，190 168.5 0.1 

共同事業交付金 9，127 13，015 142.6 0.6 

繰 入 金 50，000 50，000 100.0 2.2 

繰 越 金 33，022 33，023 100.0 1.4 

諸 ヰ又 入 6，122 6，027 98.4 0.2 

歳入合計 2，273，004 2，282，119 100.4 100.0 

〈単位入歳

百
十
一
万
九
千
円
、
歳
出
二
十
二
億
六

千
四
百
八
十
八
‘万
五
千
円
と
な
り
、
実

質
収
支
は
、
一
千
七
百
二
十
三
万
四
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

千円〉

区 分 予算額 決算額 支出割合 構成比

総 務 費 60，862 55，479 91.f 2.5'" 
保険給付費 1，488，550 1，488，435 99.9 65.7 

老人保健拠出金 693，282 693，252 99.9 30.6 

共同事業拠出金 11 ，499 11 ，482 99.9 0.5 

保健施設費 8，688 8，163 94.0 0.4 

ム~ イ責 費 905 826 91.3 0.0 

諸支出金 7，326 7，248 98.9 0.3 

予 イ蒲 費 1，892 

歳出合計 2，273，004 2，264，885 99.6 100.0 

〈単位出歳

手見F食保保険給付費



(8) 広報うあ、づ

臼
年
度
水
道
事
業
会
計
の
決
算

昭
和
日
年
度
は
、
第
3
次
拡
張
事
業

(昭
和

日
年
度
か
ら
昭
和

ω年
度
ま
で
の
は
か
年
計
画
、

総
事
業
費
二
十
七
億
七
千
五
百
四
十
九
万
円
)

の
6
年
度
目
に
当
た
り
、
実
施
し
た
主
な
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
取
水
施
設
〕

l
横
枕
第
3
水
源
さ
く
井
七
、

0
0
0千
円
、
横
枕
第
3
水
源
地
ポ
ン
プ
電
気

計
装
設
備
一
五
、
一

O
O
千
円
、
〔
導
水
施
設
〕

|
横
枕
第
3
水
源
地
導
水
管
布
設
七

O
九
メ
ー

ト
ル
、
二

O
、
一

O
O
千
円
、
〔
浄
水
施
設
〕
横

枕
第
3
水
源
地
横
枕
浄
配
水
場
開
テ

レ
メ
ー
タ
|
設
備
四
、
四
九

O
千
円
、

〔配
水
施
設
〕

|
配
水
管
布
設
四
、

六
二
六
メ
ー
ト
ル
、
八
六
、
九
六

O

千
円
な
ど
。
ま
た
〔増
補
改
良
工
事
〕

|
県
道
魚
津
イ
ン
タ
ー
線
歩
道
配
水

管
布
設
替
工
事
外
日
件
、
二
九
、
七

二
四
千
円
、

〔受
託
工
事〕

i
光
ケ
丘

団
地
造
成
給
水
管
共
同
管
布
設
工
事

外
日
件
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
計
決
算
で
は
、
収
益
的
収
入
四

九
五
、

二
三
八
千
円
に
対
し
収
益
的

支
出
四
四
八
、
七
九
三
千

円
で
、
当
年
度
純
利
益
四

六
、
四
四
五
千
円
が
計
上

さ
れ
、
利
益
剰
余
金
処
分

額
四
六
、

三
九
五
千
円
と

し、

翌
年
度
繰
越
利
益
剰

余
金
五

O
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

業

務

状

況

。
給
水
人
口
三
七
、
八
八

一
人

。
給
水
戸
数一O
、

0
0
五
戸

。
年
間
総
配
水
量

四、
五
四
五
、
八
八
玉
川

。
年
間
給
水
量

三
、
二
O
O
、
三

O
三
肘

。
年
間
有
効
水
量
率

七
三
、
二

%

企
横
枕
第

3
水
源
地

〈単位:千円〉

科 目 金額 科 目 金額

営業 費 用 308，267 営業収益 488，019 

原水及び浄水費 35，896 給水収益 410，004 

配水及び給水費 34，325 受託工事収益 70，139 

受託工事費 64，859 その他営業収益 7，876 

総 係 費 89，178 営業外収益 7，219 

減価償却費 84，004 受取利息 7，198 

資産減耗費 3 雑 収 ナ.m七L 21 

その他営業費用 2 

営業外費用 140，526 

支払利息 140，526 

当年度純利益 46，445 

メロ与、 計 495，238 lロk 言十 495，238 

61年度損益計算書〈単位:千円〉

科 目 金額 科 目 金額

固定資産 2，177，732 流動負 債 19，699 

土 t也 68，734 未 払 金 12，594 

建 物 83，770 円リ Fムι， 金 352 

構 築 物 1，782，291 その他流動負債 6，753 

機械及び装置 238，357 資 本 金 2，240，972 

車両運搬具 3，849 自己資本金 140，561 

工具、器具及び備品 680 借入資本金 2，100，411 

施設利用権 41 事j 余 金 160，238 

投 資 10 資本剰余金 44，188 

流動資産 243，177 利益剰余金 116，050 

現金預金 192，324 

未 収 金 41，517 

貯 蔵 金 4，336 

その他流動資産 5，000 

科 自 2，420，909 A ロ 言十 2，420，909 

61年度貸借対照表



之
ね
た
ル
た
「怠

遭

う

z

*

/

の
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下

ぷ

C
W

シ
リ
ー
ズ

下
水
道
と
わ
た
し
た
ち
州

。
下
水
道
課
の
仕
事
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
一
日
も
早
く

下
水
道
を
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

ま
た
、
つ
く
ら
れ
た
下
水
道
の
い
ろ

広報うおづ

蓮
彊

……………

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
下
水
管
の
布
設
工
事

(
上
村
木
地
内
)

(9) 

い
ろ
な
施
設
が
い
つ
も
ま
ち
が
い
な

く
、
そ
の
役
割
を
は
た
す
よ
う
に
し

て
い
く
た
め
に
、
市
役
所
建
設
部
に

「
下
水
道
課
」
が
も
う
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
課
の
中
に
は
庶
務
係
と
工
務
係
が

あ
り
、
下
水
処
理
場
が
で
き
る
と
、

さ
ら
に
係
が
増
え
て
い
き
ま

す
。庶
務
係
は
、
下
水
道
事
業

の
計
画
を
つ
く
っ
た
り
、
予

算
、
決
算
の
し
ご
と
や
工
事

の
入
札
、
発
注
な
ど
の
ほ
か
、

一
般
家
庭
へ
の
下
水
道
の

P

R
や
水
洗
便
所
へ
の
し
よ
う

れ
い
な
ど
の
事
務
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

工
務
係
は
、
下
水
道
工
事

の
設
計
を
は
じ
め
、
工
事
の

か
ん
と
く
(
監
督
)
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

下
水
処
理
場
(
浄
化
セ
ン

タ
ー
)
が
で
き
る
と
、
そ
こ

に
は
、
下
水
処
理
が
ま
ち
が
い
な
く

行
な
わ
れ
て
い
る
か
か
ん
し
(
監
視
)

し
た
り
、
排
水
の
水
質
検
査
や
下
水

管
を
い
つ
も
点
検
す
る
人
が
お
か
れ

ま
す
。

h
p
正
し
く
工
事
が
行
な
わ
れ
て

い
る
か
監
督
し
ま
す
。

下
水
道
工
事
に

ご

協

力

を

下
水
道
課
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
下
水
道
管
の
布
設
工
事
を
行

っ
て
ゆ
き
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
車
輔
の
通
行
止

や
片
側
交
互
通
行
な
ど
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

下水道は市民生活に欠かすことができませんノ
④水洗化が図られることに

③水質保全⑦浸水防比
V水洗便所でさわやかに

防止 ②環境保全

なります。

このことから下水道課が行っている下水道監備の仕事はみ

なさんの生活に密着したものです。

③水質保全下水道は、快適でさわやかなまちの生活に欠くことができ

ません。人聞の体にたとえると水道が動脈ならば、下水道は

静脈ということができます。

また、私たちのくらしの中で下水道が整備されると①浸水

V街を美しく

※
次
回
は
「
下
水
道
の
歴
史
」
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

.海や川をきれいに.すみやかに雨水を排除する

イじ洗④水②環境保全



。。

あなたの撮った(まちの話題)写真を募集しています。投稿される

方は、写真の他に、日付・場所・内容 (200字程度)・住所・氏名を書
いた別紙を添えて、毎月 10日までお寄せください。投稿されたなかか

ら|ム2点をこのページでご紹介します。

市役所広報担当係釈迦堂卜10-1(ft 22ー2200内線 161) • 

広報うおづ

カメラ

レポ
砂
ユ
04。一l
E
仁ク
ダ
、
強
ズ“
答
。

惨

。海。
及
川
竹
丸
げ
の
輸

魚
津
市
身
体
障
害
者
連
合
会
主
催

の
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

ロ
月
7
日
目
平
安
閣
で
聞
か
れ
ま
し

た
。
身
障
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を

広
げ
よ
う
と
昭
和
町
年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
六
回
目
。
車
い
す
の
人
た
ち

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
い

っ

し
ょ
に
楽
し
そ
う
に
踊

っ
て
い
ま
し

た
。

側 帽酬易協附励
魚津地域建築組合青年部の人たちが、12月7日、市内の一

人暮らしのお年寄宅を訪れ 、家屋の修繕奉仕を行いました。

若い大工さん達が、戸の修理や抑!の取り付けなど手際良

〈修理し、皆さんにたいへん喜ばれていました。v 

クリー二ングの無料奉仕
富山第一 ドライクリーニングは、12月10日、市

内の独り 暮らしゃ寝たきり老人世帯を対象に、

クリーニングの無料奉仕を行いました。

同社が、社会奉仕の一環として昭和46年から

続けており、この日集められた、毛布、こたつ

布団など48点を回収、 2・3日中に各世帯に届

けられます。

A 

玖
畝

・
第

3
木
曜

1

4
時

市
民
相
談
室

相

玖

畝

曜

・
祭
日
は

1
午
後

5
時

市
民
相
談
室

玖一臥



お
も
砲
で
き
ご
と

刊
月

μ日
j
位
月
お
日

V
H
月
お
日
側

.
秋
の
消
防
訓
練

V
H
月
初
日
叩

・
臨
時
市
議
会

・
雪
害
対
策
打
合
せ
会

・
魚
津
市

・
市
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
合
同
表
彰
式

V
ロ
月

1
白
川
w

.
市
防
犯
組
合
長
会
議

vロ
月

2
日
嗣

・
魚
津
市
農
業
委
員
会
総
会

vロ
月

6
日

岡
山

-
第
6
回
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

'

vロ
月

9
日
附

宍

3
J

・
法
律
無
料
相
談

J

一
/

vロ
月
日
日
働

-
U
月
定
例
市
議
会
開
会

日
日

i
m
日

vロ
月
日
日
側

・
下
中
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
竣
工
式

V
ロ
月
間
日
出

・
第

5
四
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

l

市
美
協
秀
作
展

凶
日

l
n
白

人
へ
匂
妻
、
山
|
|
』

(
〈
。。
*

広報うあ、づ。1)

4
消

防

訓

練

次
の
日
比
名

〈受
賞
者〉

美
谷
憲
二
、
辻
谷
裕
司
、
佐
々
木
孝
志

大
沢
幸
世
、
金
盛
助
信
、
三
井
芳
治

小
川
照
夫
、
寺
田
義
一
、
上
回
精
一

本
田
豊
次
、
関
口
昭
、
高
倉
敏
長

坂
本
光
徳
、
川
岸
芳
雄

の
皆
さ
ん

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
口
月
初
日
午
後
、
新
角
川

一

帯
に
お
い
て
、
秋
季
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

魚
津
消
防
署
、
消
防
団
合
わ
せ
て
約

m人
が
参
加
、
消
防
車

・
ス

ノ
l
ケ
ル
車
な
ど
日
台
余
り
が
繰
り
出
し
、

一
斉
放
水
を
行
な
い
ま

し
た
。

訓
練
の
後
、
昭
和
臼
年
度
優
良
消
防
職
団
員
と
し
て
、

の
方
に
富
山
県
知
事
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

A下中島地区コミュニティー

消防センター竣工

下中島地区コミュニティー消防センタ

ーが、このほど完成し、 12月13日竣工式

が行われました。同センターは、魚津市

消防団第四分団詰所が老朽化したため、

新築を機に地区住民の消防防災に関する

研修等の場と兼用する目的で建設された

ものです。

概要は、次のとおりです。

構 造/鉄骨造二階建

面 積/延約84平方米

総工事費/約1，410万円

交
通
事
故
巡
回
相
談

交
通
事
故
に
関
す
る
各
種
相
談
に
応

じ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
巡
回
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、

交
通
事
故
で
因
っ
た
こ
と
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

と

き

一

月

二

O
日
(
水
)

一
一
月
十
七
日
(
水
)

三
月
十
六
日
(
水
)

い
づ
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
魚
津
総
合
庁
舎
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

-
u
n
u
n
u
s
-
-
i
l
l
-
-
l
i
l
l
-
H
u
l
a
-

一
「
農
業
基
本
調
査
」
に

一

御
協
力
を
ノ
.

一

2
月

1
日
に
、
全
農
家
を
対
象
に
農

一
業
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
こ
の
調
査
は
、

5
年
ご
と
に
(
農
業

一
セ
ン
サ
ス
の
中
間
年
)
本
県
の
農
業
の

一
実
態
を
詳
し
く
把
握
し
、
地
域
の
実
情

一
に
即
し
た
農
業
振
興
施
策
を
進
め
て
い

一
く
う
え
で
必
要
な
基
礎
資
料
を
提
供
し

一
ま
す
。

一
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
趣

一
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
よ
ろ
し
く
御

一
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

一

す
。

一
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
行
政

一
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一

宮
②
2
2
0
0

内
線

2
2

1

r
e
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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の
医
療
費
出
る

魚
津
市
国
保
の

4
月
か
ら
9
月
ま

で
の
一
人
当
り
の
医
療
費
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

こ
こ
で
言
う
医
療
費
と
は
、
療
養

諸
費
(
療
養
給
付
費
と
療
養
費
)
の

費
用
額
(
叩
割
分
)
の
こ
と
で
す
。

ま
ず
一
般
で
は
六
七
、
六
九
二
円

で
前
年
同
期
比
八

・
八
%
伸
び
ま
し

た
。次
に
退
職
者
で
は
一
四
五
、
三
六

三
円
(
一
般
の
二

・
一
倍
)
で
前
年

同
期
比
一
四

・
九
%
と
大
巾
な
伸
び

国
民
健
康
保
険
は、

相

互
扶
聞
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
で
は
二
八
九
、
九

O

三
円
(
一
般
の
四

・
三
倍
)
で
前
年

同
期
比
二

・
九
%
伸
び
、
全
体
で
は

一
二
二
、
三
二

O
円
と
な
り
前
年
同

期
比
九

・
四
%
伸
び
ま
し
た
。

医
療
の
進
歩
等
に
よ
り
一
人
当
り

医
療
費
は
ど
う
し
て
も
伸
び
ま
す
が
、

全
国
的
に
み
て
も
国
保
の
伸
び
が
特

に
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
市
の
国
保
も
例
外
で
は
な
く
ニ

ケ
タ
近
く
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
い
ず
れ

国
保
税
の
値
上
げ
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

国
保
税
を
上
げ
な
い
た
め
に
は
こ

の
一
人
当
り
医
療
費
を
下
げ
る
、
あ

ふ
ろ
か
ら
あ
が
っ
て
、
さ
ら
に

一
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う
人
な
ら
、

熱
め
の
湯
に
入
る
の
が
い
い
で
し

ょ
う
。
三
l
四
分
ぐ
ら
い
入
る
と
、

心
身
が
ひ
き
し
ま
り
ま
す
。
長
湯

だ
と
疲
れ
が
残
っ
て
逆
効
果
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
高
血
圧
や
心
臓
の

弱
い
人
な
ど
に
は
熱
め
の
ふ
ろ
は

禁
物
で
す
。
ぬ
る
め
の
湯
に
つ
か

入
浴

7
〈
7
7勺
ご
、
)

あ
つ
い
湯
か
、
ぬ
る
い
湯
か

る
い
は
伸
び
率
を
極
力
抑
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
日
頃
か
ら

栄
養
、
運
動
、
休
養
な
ど
を
柱
に
し

て
健
康
づ
く
り
に
と
り
く
み
、
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
病
気
に
な
っ
て

も
早
期
の
発
見
、
治
療
に
よ
り
重
症

化
し
な
い
う
ち
に
治
し
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
医
療
費
の
ム

ダ
を
省
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
と

え
ば
ハ
シ
ゴ
受
診
や
必
然
性
の
な
い

深
夜

・
休
日

・
時
間
外
受
診
や
薬
ね

だ
り
な
ど
で
す
。

一
人
一
人
の
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
医
療
費
は
意
外
な

ほ
ど
節
約
で
き
る
も
の
で
す
。

国
保
は
加
入
者
全
員
の
宝
物
で
す
。

制
度
が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
行
け
る

よ
う
に
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

肺《
が i口|
ん|医|

の¥き)
早)

期
発
見

肺
の
代
表
的
な
病
気
は
結
核
で

し
た
が
、
今
は
が
ん
。
中
年
す
ぎ

の
男
性
に
多
く
、
欧
米
で
は
男
性

十
人
に
対
し
て
女
性
は
一
人
ぐ
ら

い
で
す
が
、
日
本
の
場
合
に
は
、

女
性
に
も
け
つ
こ
う
多
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、
胃
な
ど

に
比
べ
て
比
較
的
簡
単
に
撮
れ
ま

す
か
ら
、
年
に
二
回
は
定
期
的
に

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
と
よ
く
、

ほ
と
ん
ど
の
会
社
で
は
、
春
秋
の

健
康
診
断
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
営
業
や
主
婦
、
無

と
の
発
汗
を
防
げ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
も
健
康
な
人
だ
け
に
限
り
ま

す
。

職
の
老
人
な
ど
は
、
検
査
を
受
け

る
機
会
が
少
な
い
。
ま
た
、
職
場

で
検
査
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て

百
%
早
期
発
見
で
き
る
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

せ
き
が
長
び
く
、
た
ん
の
量
が

多
い
、
血
た
ん
が
出
る
と
い
っ
た

症
状
の
と
き
は
、
早
く
病
院

へ
。

も
ち
ろ
ん
、
せ
き
や
た
ん
の
出
る

病
気
は
多
い
し
、
血
た
ん
が
出
る

と
手
遅
れ
で
は
な
い
か
と
思
い
が

ち
で
す
が
、
か
な
り
早
期
の
が
ん

も
血
た
ん
で
は
じ
ま
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
か
ら
、
素
人
判
断
で
悩

む
の
は
禁
物
。

た
ん
の
検
査
を
受
け
る
と
き
は
、

朝
出
た
ば
か
り
の
た
ん
を
、
で
き

れ
ば
続
け
て
三
日
や
ら
い
連
続
に

受
け
る
と
よ
い
の
で
す
。
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読
書
は
永
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ュ
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メ
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ィ
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新

し
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本

か

ら

〈

一

般

書
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株
式
売
買
こ
れ
ば
け
知
っ
た
ら
必
ず

儲
か
る

鬼

島
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すけとうだら

代
議
士
の
妻
た
ち

家

田

荘

子

円
と
ド
ル

円
高
へ
の
軌
跡
と
背
景

吉

野

俊

彦

あ
ち
ゃ
ら
か
ば
い
ッ

色

川

武

大

流
転
・
横
山
大
観

N
H
K
取
材
班

貧
困
な
る
過
剰
ビ
ジ
ネ
ス
文
明
を

撃
つ

西

部

遁

マ
ル
優
廃
止
で
財
テ
ク
は
ど
う
変
わ

る
か

小
沼

啓

治

こ
の
食
べ
方
で
元
気
に
な
れ
る

東

畑

朝

子

A
T
車
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ス

嶋

津

敏

一

マ
マ
こ
う
し
て
欲
し
い
の毎
日
新
聞
社

〈
文
学

・
小
説
〉

マタラより体はスマートで値段も安く、富山湾では水

深200------350mの深い酒にすみ、おもに刺網でとられてい

る。現在かまぼこやちくわはほとんどがスケトウダラの

冷凍すり身を原料としており、北洋トロールで漁獲され

だ魚はタラコをとつだあと船上で新鮮な内に処理して身

だけを凍結する。朝鮮では明太魚(メンタイ〉と呼び、タ

ラコを麿辛子などで昧つけしだものがメンタイコである。

地元でとれる新鮮なものはやはりだら汁ガ最高である。

オ
ト
コ
通
り
八
丁
目

中
村
メ
イ
子

戦
争
特
派
員

林

真

理

子

母
の
日
記

窪
島
誠
一
郎

こ
ん
な
ふ
う
に
死
に
た
い佐
藤

愛

子

武
田
信
玄

4
巻

新

田

次

郎

恋
人
父
娘
と
っ
て
お
き
の
青
春

井

沢

満

縫
組
疾
風
録

上
・下

司

馬

遼

太

郎

寝
過
ご
し
た
女
神

赤
川

次
郎

近
江
商
人
魂

上
・下

童

門

冬

二

食
車
一
期
一
会

長

田

弘

神
曲
崩
壊

山
田
風
太
郎

そ
れ
ぞ
れ
の
終
楽
章

阿

部

牧

郎

日
日
不
穏

筒

井

康

隆

ケ
ニ

I

C
・
方

ニ
オ

ン

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

1
月
の
お
し
ら
せ

ロ
白
川
w

m日
ω

お
日

ω
は
ね
つ
き
あ
そ
び

お
は
な
し

お
に
の
お
り
が
み

4
じ
か
ら

4
じ
初
ぷ
ん
ま

で
、
と
し
よ
か
ん
こ
ど
も
の

へ
や
で
。

一
月
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

)氏三枝章成(講師、会講演援後会洗学足国
魚津市 昭 イ雀
成和

物
式人 6年3 名

30 PM 28 AM 15 と
分 6日 10日

き
時肘 時(栂

当日券 1，800円
鉦

料場入
料

援会後園学洗足 津魚市 催王者 l 

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
で

明
る
い
く
ら
し
の
設
計
を

加
入
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
お
預

り
し
た
保
険
料
や
掛
金
は
、
加
入

者
の
た
め
の
大
切
な
財
産
で
す
の

で
、
確
実
、
有
利
に
運
用
す
る
と

と
も
に
、
公
共
の
利
益
に
な
る
よ

う
に
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
融
資

し
、
学
校
、
住
宅
、
道
路
な
ど
の

公
共
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
に

活
用
さ
れ
、
明
る
く
豊
か
な
社
会

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
機
会
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
家
庭

の
豊
か
で
明
る
い
く
ら
し
づ
く
り

の
た
め
に
、
生
活
設
計
を
見
直
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
プ
ラ
ン
に
郵

便
局
の
簡
易
保
険

・
郵
便
年
金
を

是
非
お
加
え
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

魚

津

郵

便

局

魚
津
市
内
郵
便
局
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み
ん
砲
の
ま
.
漏

E
V

第36固

魚
津
市
民
体
育
大
会

ス
キ
l
競
技
会
の
開
催

満
足
感
は
心
の
優
勝
カ
ッ
プ

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
呼
ん
で

き
た
市
民
体
育
大
会
ス
キ
l
競
技
会

を
今
年
も
次
に
よ
り
開
催
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(15) 広報うおづ

スキー教室を計画しました。市民の皆さんこぞって参加してください。

市民スキー教室日程及び内容
亘芸--ミこと A コ ス B コ ス C コ 一 ス D コ 一 ス

-基礎スキー教室 -親子スキー教室 -一般ス キー教室

教室内容 ジュニアポール教室 -ジュニアポール教室 -基礎ス キー及びレ クリ -基礎スキー講習及び自

エーーンョン 由滑走

期 日
1月9日出-10日(日)

1月24日(日)
2月13日出-14日(日) 3月4日幽-6日(日)

1泊 2日 1 ~白 2 日 2泊 3日

場 所 白馬みねかたスキー場 大谷温泉スキー場 白馬みねかたスキー場 志賀高原スキー場

小学校4・5・6年生 -基礎スキー…市民一般 一般男女

参加対象者 (男 ・女) -ジュニアポール...Aコ 一般 ・親子(5歳以上) (高校生以下は除く)

ースと同じ参加対象。

募集定員 40名
-基礎スキー……・・・30名

80名 120名
-ジュニアポーjレ・・30名

。第一日目(1/9) 8: 30受付(スキー場中腹) 。第1日目(2/13) 。第一日目 (3/4)
市役所前集合一出発--- 9:00開講式 市役所前集合一出発--- 市役所前集合一出発---
13:30 14:00ノ〈ス 9: 30 13:30 14: 00 ノ〈ス 18:30 19:00ノ〈ス
スキー場着一打合せ ・夕食 1講習 スキー場着一打合せ ・夕食 スキー場 (ホテル)着

日平呈及び 17:00 17:30-18:30 15:00開講式 17:00 17 : 30 -18 : 30 0:30 
ーナイターレ ッスン ナイターレ ッスン ・レクリ 。第二日目 (3/5)
19 : 00 -21 : 00 19 : 00 -21 : 00 終日講習及び自由スキー

。第二日目(1/10) エーショ ン 。第三日目 (3/6)
ポールレ ッスンースキー場 。第2日目 (2/14) 自由スキーースキー場出発

内容 8: 30-15 :00 16:00 スキーレ ッスン=スキー場 9 :00-14: 0。 15:00 
出発 9: 00-15 :00 16:00 ---夕食 (上越市)=ー

市役所着 ・解散 出発---市役所着 ・解散 ノ〈ス 18:00
ノ〈ス 20:30頃 パス 19:00頃 市役所前

21:00 

本部及ぴ 大門荘 (長野県白馬村)
スキー場中腹休憩小屋

大門壮 (長野県白馬村) ホテル志賀サンバレー

宿泊 ft0261 (72) 3200 ft0261 (72) 3200 ft0269 (34) 2631 

- ・ーー小学生 8，500円 -大人 500円 -大人 10，000円 大人 17，000円
-中学生以下 300円 -中学生以下 8，500円

参 '加ー費
-親子 (2人一組)

18，000円

-往復パス代 -受講料 -往復パス代 -往復パス代
会費に含ま -宿泊費 (1泊3食付) -ロープリフト代 -宿泊費 (1泊 3食付) -宿泊費(1.5泊4食分)

-スポーツ傷害保険料 -スポーツ傷害保険料 -スポーツ傷害保険料 -スポーツ傷害保険料

れる経費 -受講料 -受講料

-リフト券代 (一日券) -リフト券代 (一日券)

• 1泊2日の団体生活に堪 -昼食各自持参 -参加者が極端に少ない場合は、中止することが

えることのできる児童 あります。

-定員なり 次第締切りま
-道路状況等により、日程を変更する場合もあり

そ の他 す。
ます。

-定員になり次第締切ります。

-畳食各自持参
-貸スキー有ります

( 1セット3，000円)

申込締切日 1月7日(柑 1月22日幽 2月11日(柑 3月2日附

申込み先
①魚津市教育委員会体育課市民スキー教室係(釈迦堂1-10-1) ft22-2200 (内線451)

①闘魚津市体育協会(総合体育館内)市民スキー教室係(本江3311)ft22 -1263 
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健
康
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い
子
に
育
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所療診科診療時 診 立相与
日7月2 31 24 17 15 10 3 2 日1月1 日7月2 31 24 17 15 10 3 2 日1月1 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

在療川 (11) (11) (11) (11) 制 (11) (11) (:1) 働 (11) (11) (11) (11) ω (11) (11) w (付
地目問日急地

医院小歯科泉医院対科馬歯医院本磁科山医院加藤歯料医院渡曲科佐医院本曲特医院塩科見術

野

医院i歯科倫掌雫星 崎桝医院 自崎医院由

1系

平井医院 早病院川

;J;J 

寺崎医院

j甫

米a医院t 
月

岱 (黒 科内午後 日 患区 医院科幽回
病院)11 医院回 病院田

の
@O 黒部市 lI ~iI 療医休 休

警消防署向山i 7 日 日H 
2L 立

理宮11上町市中倉⑬1I』町法昔奇市8@3O1 締村竹五内ノ十
額上

人 人 制

群23 9 9 1中た

本 米 緑 和I上 本 新 日7 三 小 H寺 ・セ夜

倉@O1町山前沢倉理2 石山 2@35 。I 菩H膳入I ⑫含O262 普町8入善8@O 町j日自 含@ 39 町喜57町川@ 8 O8 8 8 町広② 合4町g口6屋金@ 2 3日日@ 2 50 5 3 2工@合7 金犀 療診医
3 日 干児~I・ I i'}c 
1 市 午後 日 ン間

タ
4 6 8 

※診療時間は、いず
5 7 7 

iRlJ 手外i|1 1 • l l 5 1 0 3 2 れも!.rliii911寺から
2 1 8 0 4 l 7 

.:: '14 11寺 7 8 2 l 午後511寺まで。 8 2 9 7 

内 骨円』 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母親学級 (8コース) 任婦とその家族 1月22日倒 9 :30-16:00 ーーー---ーーーーーーーーーー-..ーーーーーーーーーーー-l・昼食をご持参下さい。

母乳育児相談 乳児とその家族 1月22日制 13 : 00 -14 : 00 
魚津市健康

4カ月児健診 4カ月児
1月14日付d

13 : 00 -13 : 30 センター
1月28日付d ツベルクリン反応検査

8カ月児健診 8カ月児 1月20日(7j() 13 : 00 -14 : 00 ------ーーーーーー・・ーー----ーーーーーーーーーーー-;・を併せて行います。

離乳食講習会 8カ月児 1月22日幽 13 : 00 -13 : 30 
戸->
麻しん(はしか)の接

1歳6カ月児健診 61年 6月生まれの幼児 l月26日(火) 13 : 00 -14 : 00 槌券を発行します。

股関節脱臼検診 3カ月児 l月7日付d 13 : 00 -13 : 30 
59.12.16-12.31生まれの幼児 1月6日(村

|魚幸保健所
3歳児健診 60.1.1-1.15生まれの幼児 l月20日休) 13 : 00 -14 : 00 -ーーーーーーーーー・ーー・・ーーーー・ーー・ーーーーーー→ 尿の検査があります。

60.1.16-1.31生まれの幼児 2月3日(水) 老人ボケの相談も受け

心の健康相談 一般市民 1月19日(刈 13 : 30 -15 : 00 -ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー'ーー→ ます。

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

1月7日休) 10 : 00 -15 : 00 
魚津市健康

部1*束は10: 00 -'12 : 00 
(リハビリテーション) l月21日休) 10 : 00 -15 : 00 

診察は 7日の13:00-• 
センター 14:00 

健康相談 一般市民
1月21日休) 13 : 00 -14 : 00 心電図、検尿、血圧倒1]
1月12日(刈 10 : 00 -11 : 30 百楽荘 C必bニ 圭n八~~壬子E主

ツベルタリン反応検査 8カ月児 1月20日(水) 14 : 00 -14 : 30 魚津市健康

B.C.G予防接種 8カ月児 1月22日働 14 :00-14: 30 センター

健康体操と 一般市民 毎週月・木曜日 9:30-11 :00 経団公民館 体操の出来る服装でお

健康相談 毎週月・木曜日 10:00-11: 30 本江公民館 いで下さい。

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館

毎週火曜日 13 : 30 -15 : 00 西布施公民館

毎週火曜日 9:30-11 :30 魚津市健康センター 男性の日

毎週水曜日 9:30-11:30 魚津市健康センター 女性の日

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

育児サロン 幼児と保育者 1月8日幽 10:00-12:00 魚津市健康センター おやつ作り

ft~ ;満 教 F皐晶司 一般市民
1月13日(水) 13: 00 -15: 30 魚津市健康センター 予約申込は 9日まで定

1月19日(刈 13 : 00 -15 : 30 魚津市健康センター 員に5達回しコたーらス締)切ります。(

胃がん検診 一般市民
1月27日か'K) 8:30-10:00 漁協会館 料金 ~ ~~歳以上無料

50， 51成 H

毎週水曜日 9:00-10:00 黒部保健所 その他は 700円

。がん検診希望者は、事前に魚津市健康センター(⑮3999)へお申し込みください。予定数に達したら締切ります。
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。

ず
減
速
し
て
、
接
近
し
、
安
全
を
確

め
て
通
過
す
る
。

@

歩
行
者
、
特
に
横
断
歩
行
者
と

こ
ど
も
と
お
年
寄
り
の
保
護
を
、
徹

路
上
駐
車
は

や
め
よ
う

f

冬
期
間
、
雪
の
た
め
道
路
の
巾

員
が
狭
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

ス
リ

ッ
プ

に
よ
る
交
通
事
故
の
発

生
や
交
通
渋
滞
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
路
上
駐

車
を
し
ま
す
と
次
の
よ
う
な
障
害

が
あ
り
ま
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

川
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

路
上
駐
車
を
し
ま
す
と
、
そ
の

陰
か
ら
歩
行
者
が
急
に
と
び
出

し
て
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
等

が
起
き
ま
す
。

ω交
通
渋
滞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

雪
の
た
め
道
路
が
狭
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
路
上
駐
車
を
し

ま
す
と
、
交
通
の
流
れ
を
乱
し

交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

底
す
る
。

@

降
雪
や
吹
雪
等
に
よ
る
視
界
不

良
時
に
は
、
必
ず
徐
行
又
は
、

一
時

停
止
す
る
。(
一
時
停
止
の
と
き
は
、

ポ
ン
ピ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
を
忘
れ
な
い
。)

@

積
雪

・
凍
結
時
に
は
、
ス
リ

ッ

プ
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
ス

ノ
ー

タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン
を
、
早
目
に
取

付
け
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
常
に
心
が
け
、

事

故
の
無
い
楽
し
い
新
年
に
し
た
い
も

の
で
す
ね
。

ω除
雪
作
業
の
妨
害
に
な
り
ま
す
。

道
路
の
除
雪
作
業
は
、
畳
夜
を

と
わ
ず
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
害

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
車
が
雪

の
た
め
埋
ま
っ
て
い
て
、
知
ら

ず
に
除
雪
作
業
を
し
て
、
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
す
例
も
多
く
、
除

雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

も
、
車
は
必
ず
車
庫
や
空
地
に

入
れ
ま
し
ょ
う
。
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おしらせ

信仙や

占仁j_

奨
学
資
金
の

貸
与
に
つ
い
て

日
年
度
魚
津
市
奨
学
資
金
の
貸
与

希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、

1
月
初
日
附
か
ら

2

月
初
日

ωま
で
、
魚
津
市
教
育
委
員

会
(
進
学
希
望
者
は
在
学
し
て
い
る

学
校
長
)
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
0

・
借
り
ら
れ
る
金
額

-
短
大
、
大
学

月

額

一

万

八
千
円

以
内

・
高
専

1
1
3
年
生
は
月
額
七
千

円
以
内

4
1
5
年
生
は
月
額
一

万
八
千
円
以
内

・
高
校
月
額
七
千
円
以
内

た
だ
し
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行

規
則
別
表
第

5
号
に
掲
げ
る
障
害
程

度
等
級
一
級
か
ら

4
級
ま
で
の
方
に

つ
い
て
は
、
必
要
と
認
め
た
場
合
、

前
項
の
借
り
ら
れ
る
金
額
に
そ
の

5

割
を
限
度
と
し
て
増
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

A
V
人
員

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

・
借
り
ら
れ
る
方

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

・
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

-
身
体
強
健
、
品
行
方
正
で
、
成
績

の
良
い
方

・
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が

あ
る
方

-
日
本
育
英
会
、
富
山
県
奨
学
資
金
、

母
子
福
祉
資
金
な
ど
、
他
の
学
資

の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0
(内
線

4
3
1
)

怠
利
用
く
だ
き

い

「
国
の
涯
学
口

l
ン」

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
昭
和
日
年

春
、
高
校

・
大
学
等
に
進
学
さ
れ
る

お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
に
、
進

学
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を
ご
融
資

致
し
て
お
り
ま
す
。

融

資

額

1
進
学
者
あ
た
り

日
万
円
以
内

高
校
進
学
者

3
年
以
内

融
資
期
間

1月10日は110番の日

事件・事故を見た

ら、聞いたらすぐ

1 1 0番しましょ

魚津警察署

つ。

大
学
進
学
者

4
年
以
内

利

率

年

5
・
7
%

(昭
和
位
年
日
月
2
日
現
在
の
基
準
金
利
適
用
)

取

扱

い

期

間

昭

和

日

年

4
月
末

ま
で

詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
富
山
支

庖
ま
で
宮
(
0
7
6
4
)
@
1
1
9
1

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
に
つ
い
て

危
険
物
施
設
に
お
い
て
、
危
険
物

の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取

扱
者
は
、

5
年
以
内
に
保
安
に
関
す

る
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
左
記
の
と
お
り
講
習
会
を
行
い

ま
す
か
ら
、

該
当
さ
れ
る
方
は
受
講

望在理
募集職種 年令 性別 賃金 1也区 人員

資格経験
番号 その他

1 看議士 18-60 男 13.2-15万.阿2 江 口 3 不問

2 営 業 24-45 男 18-22 北鬼江 3 普免

3 運転手 20-50 男 10-12.5 大光寺 2 不問

4 S反金塗装 20-30 男 16.5-22 天神野新 2 普免

5 運転手 18-35 男 13-22 北鬼 江 2 普免

6 機械工 18-30 1;:. 9-11 =口t 島 4 不問

7 自己 達 有潤 女 12-15 上 ロ 2 普免

8 加水産工物員 30-65 女 9 -9.5 ヰヒ 中 5 不問

9 縫製工 18-35 女 9 p邑~ 津 3 高卒程度

10 組検立査、illiJ係定 16-40 女
9.275 

六郎丸 5 不問-10.75 

く求人情報〉早急に人を求めています.グ

さ
れ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

O
日

時

昭

和

臼

年

2
月
日
日
附

O
場

所

魚

津

市

農

協

会

館

0
受

付

1
月
時
日
開

1
1
月
お

日
同

な
お
、
申
請
書
及
び
該
当
者
等
詳

し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
予
防
課
ま

で
。

宮
@
0
2
9
5

償
却
申、資
告、産
にの
っ

て

固
定
資
産
税
の
納
税
者
で
、
事
業

用
に
使
っ
て
い
る
減
価
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
1
月

1

日
現
在
に
お
け
る
資
産
の
所
在
、
種

類
、
数
量
等
必
要
事
項
を
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
申
告
期

限
は
臼
年

2
月

1
日
ま
で
で
す
。

該
当
者
と
思
わ
れ
る
方
々
に
は
、

す
で
に
通
知
済
で
す
が
、
通
知
漏
れ

が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
資
産
税
係

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

申
告
に
あ
た
り
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
0

2
②
2
2
0
0
(
内
線

1
3
4
)

納税措イド

昭和62年度

市県民税第4期

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

〈宮24-0365>へお問い合わせください。

の納期限は、

2月1日です。



請
負

査、参エ
申力。事
請資、入
の格札
受
付

市
が
臼
年
度
に
行
う
建
設
工
事
の

請
負
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を
受
付
け

ま
す
か
ら
、
関
係
者
は
期
限
に
遅
れ

な
い
よ
う
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

マ
受
付
期
間

た
だ

し

土午 2
曜
日 1 月
821  

は
時月日12 

時午 3029伺)
ま後分日
品 5 I (月)
見時

時
間

マ
提
出
場
所
市
総
務
課
行
政
係

宮
②
2
2
0
0
内
線
2
2
1

鶏
潟
市
消
防
磁
白
出
初
論

恒
例
の
魚
津
市
消
防
機
関
出
初

式
を
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

広報うあ、づ(19) 

昭
和
臼
年
1
月
6
日
附

午
前
日
時
よ
り

消
防
団
幹
部
に
よ
り
、
魚
津
神

社
に
て
鎮
火
祈
願
、
大
泉
寺
に
て

義
勇
塔
を
参
拝
し
た
後
、
市
中
パ

レ
ー
ド
に
て
移
動
し
、
市
役
所
前

通
り
で
徒
歩
部
隊
、
車
両
部
隊
の

分
列
行
進
を
行
な
い
、
市
役
所
前

公
園
に
て
全
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一

斉
放
水
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

な
お
市
中
パ
レ
ー
ド
の
際
に
ポ

ン
プ
車
が
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
移

動
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
日
時

不

用

品

交

換

A
V
ゆ
ず
り
ま
す

マ
エ
レ
キ
ギ
タ

l
(
ソ
フ
ト
ケ
ー
ス

付
、
3
万
円
で
)
マ
ジ

l
プ
用
ス
キ

|
、
キ
ャ
リ
ア
、

2
万
円
で
)
マ
電
子

カ
ー
ペ

ッ
ト
(
応
談
)
マ
サ
ウ
ナ
(
ナ

シ
ョ
ナ
ル
、
フ
ジ
フ
レ

ッ
シ
ュ
サ
ウ

ナ
、
一
人
用
5
万
円
で
)
マ
バ
イ
ク

(
応
談
)

したざまし、

魚津善意銀行へのご寄附
〈敬称略〉

av
も
と
め
ま
す

マ
軽
四
自
動
車
用
普
通
タ
イ
ヤ
二
本

と
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
二
本
l
四
本
マ
ラ

ジ
オ
カ
セ

ッ
ト

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市

総
務
課
、
不
用
品
活
用
相
談
所
へ

宮
②
2
2
0
0
(
内
線
2
2
1
)

実
施
地
域
・・・
道
下
地
区
(
村
木
町
、

緑
町
、
本
新
、
北
鬼
江
)。
点
検
に
は

県

L
P
G
協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検

セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

習
慣
も
キ
ッ
カ
ケ
が
あ
れ
ば
:・
。

元
旦
の
朝
、
気
構
え
一
つ
。

「
使
こ
う
た
後
は
元
栓
、
ち
ゃ
ん

と
、
締
め
ん
に
ゃ
ノ
」

市
政
情
報

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
ご
利
用
を

市
で
は
、
市
主
催
の
行
事
、

会
合
、
検
診
、
講
座
な
ど
を
、

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市政情報電話

有沢武雄本町二丁目 10，000円

吉野正信大光寺 50，000円

中島 寛東山 50，000円

中村なみ子宮津 50，000円

宮河 伺大光寺 10，300円

魚津市農協婦人部 15，000円

魚津市農協婦人部 タオル 200本

農協労魚津地区道下分会 2，194円

伊東正二六郎丸 30，000円

堀 清吉六郎丸 20，000円

友田道治新角川二丁目 20，000円

(有)魚津飯金 5，000円

北出ヨリ子本江 100，000円

金本恵美子上村木一丁目 50，000円

大上戸政雄 中央通り二丁目 100，000円

魚津保育会親睦会一同 4，697円

宮島茂吉新角川二丁目 50，000円

田村 稔中央通り一丁目 50，000円

森 美子本江新町 6，771円

寺島好子本江新町 50，000円

鮒北陸プラント建設道坂 10，000円

武田賢治本新 50，000円

飛世隅美村木町 50，000円

島崎宗義上口一丁目 30，000円

加藤光雄末広町 100，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の

都合で一部次の号以降になります。
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上中島小学校

住吉保育園

のお友だち

上
中
島
小
学
校

」
う
"は
し
か
っ
た
焼
そ
ば

五
年

浅
井
典
子
さ
ん

毎
年
し
て
い
る
は
ら
ぺ
こ
遠
足
が
、

今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、

雨
が
ふ
っ
て
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
次
の
日
で
す
。
午
前
十
時
に
な

っ
て
晴
れ
て
き
ま
し
た
。

み
ん
な
の

願
い
が
か
な
っ
て
、
お
日
様
も
喜
ん

で
い
る
み
た
い
で
す
。
早
月
グ
ラ
ン

ド
の
近
く
で
し
ま
し
た
。
わ
た
し
た

住吉保育園

行ってみたいなサンタの国へ

.ーベ潟、j
1ー

し

-. 

ち
は
、
焼
き
そ
ば
を
作
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
い
う
焼
き
そ

ば
が
で
き
る
か
、
ウ
キ
ウ
キ
、
ワ
ク

ワ
ク
し
て
焼
き
そ
ば
を
作
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
て
っ
ば
ん
を
置
い
て
て
っ

ば
ん
の
上
に
油
を
ひ
き
ま
し
た
。

ジ

ュ
ー
ジ
ュ
ー
う
る
さ
い
音
が
し
ま
し

た
。

キ
ャ
ベ
ツ
と
、
肉
を
入
れ
ま
し

た
。

キ

ャ
ベ
ツ
を
ド
パ

/
と
入
れ
た

___1__3 

しんむらまさみちゃん (5歳)

th 

• 
2
H
H
t
二一

の
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
だ
ら
け
に
な
り
ま

し
た
。

み
ん
な
、
「
キ
ャ
ベ
ツ
い
れ
す

ぎ

ゃ

な

|
。

め
ん
が
、
か
く
れ
る
か

も
し
れ
ん
ぞ

l
u

な
ど
と
モ
グ
モ
グ
モ
グ
モ
グ
文
句
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
問

題
の
め
ん
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
、

な
な
な
ん
と
キ
ャ
ベ
ツ
や
、
肉
が
コ

ゲ
コ
ゲ
に
な

っ
て
い
た
の
で
す
。

で

J
LU
 「

い
っ
ち
ゃ

っ
い
っ
ち
ゃ

っ
、
そ
の

ま
ま
し
て
い
こ
う
よ
U

と
言
い
な
が
ら
、
焼
き
そ
ば
を
作
っ

て
い
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
味
み
の
し
ゅ
ん
聞
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
キ
ャ
ベ

ツ
を
食
べ
て
み
ま
し
た
、
コ
リ
コ
リ
/
-

と
い
う
い
い
音
が
し
ま
し
た
。
肉
を

食
べ
て
み
ま
し
た
。

カ
リ
ノ
と
か
た

そ
う
な
音
が
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と

に
、
問
題
の
め
ん
を
食
べ
ま
し
た
。

ア
グ
ノ

一
口
た
べ
た
あ
と
、
ほ
っ
ぺ

が
、
と
ろ
り
と
お
ち
そ
う
な
、
と
っ

かねさかだいすけ〈ん (5歳)

て
も
こ
う
ば
し
い
味
が
し
ま
し
た
。

本
当
は
、
も
っ
と
お
い
し
く
家
で
食

べ
れ
る
け
ど
、
は
ら
ぺ
こ
遠
足
の
と

き
は
、
は
ら
ぺ
こ
遠
足
独
特
の
味
が

し
て
、
は
ら
ぺ
こ
遠
足
と
く
せ
い
の

楽
し
み
が
あ
る
の
で
、
家
の
味
と
ち

が
う
味
の
方
が
、
は
ら
ぺ
こ
遠
足
ら

し
く
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
、

ウ
キ
ウ
キ
、
ド
キ
ド
キ
の
は
ら
ぺ
こ

遠
足
で
し
た
。

粘土細工2年生の合作

えさをたべている/，ッタ

3年石原秀一くん

どな
3Uわ

悦子さんj可口4年

かさじぞう

1年 しもさかとも子さん

6年 和子さん浅井

」
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

〈

1
月
の
行
事
〉

。
新
年
お
た
の
し
み
会

日
日
間

2
時

l

(
参
加
無
料
)

楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
友

達
を
誘
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※

5
日

ωi平
常
通
り
開
館

印刷/魚津印刷株式会社

人 (前月対比)

人口(男)23， 959 ( + 14) 
(女)25，947( + 2) 
計 49，906(+ 16) 

世帯数 13，750世帯

市の面積 200.751w 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(11月末現在)


